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図4-2　家庭系・事業系比較 

ごみ収集・搬入量の推移（市内分）

図4-3　家庭から出たごみの量（平成18年度） 
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（ごみ処理に要する経常経費の予算額から積算） 
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ごみの減量とリサイクルを推進する

環境目標 4

（t） 

行動 9

岡崎将来ビジョン目標達成状況

図4-4 ごみ分別による資源化量
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回収量　　　　 報償金 
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図4-9　集団回収補助実績 
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図4-10　空き缶プレスカー貸与実績 

（千円） 

申請件数　　　　 補助金額 
800

400

0

（件数） 
12,000

6,000

0
H17 H18H14 H15 H16 （年度） 

475 478 412

7,502 7,886
6,422

10,514

5,530

674

389

図4-11　生ごみ処理機設置補助実績 

1.家庭ごみの減量を支援します
�
�

�
�
�
�
�
�
�

取組1 家庭でリデュース、リユース、リサイクルに取り組みます

☆買い物袋を持参してレジ袋を断りましょう。 
☆ばら売り、量り売りを利用しましょう。 
☆詰め替え商品を使用し、容器を再利用しましょう。 
☆電化製品が壊れたら修理して使いましょう。 
☆市の不用品情報交換を利用しましょう。 
☆再生品を使った商品を購入しましょう。 

実践しよう！ごみを減らすための3R

������

ごみになるものを減らす 

������
�����

繰り返し使う 

�������

資源として使う 

例
え
ば
？ 
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環境目標 4

H14 H17 H18
2,000

2,500

3,000
（人） 

H15 H16 （年度） 

2,5472,568 2,470 2,457

2,882

図4-12　リサイクルの日入場者数 

表4-1　リサイクルの日の実績（平成18年度） 
入場者数 2,882人 
サンドブラスト利用者 558人 
吹きガラス利用者 37人 
再生家具販売数 

209点 　（応募総数　1,727件） 

再生自転車販売数 
180点 　（応募総数　1,327件） 

表4-2　ごみ減量絵画作品展（小学校・中学校の自由応募） 
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取組2 事業所でのリデュース、リユース、リサイクルに取り組みます

施　設　数 内　　　　　訳 

17施設 ごみ焼却施設7施設（公共3施設、民間4施設） 

ごみ処理施設（破砕）2施設（民間2施設） 

ごみ処理施設（圧縮）２施設（民間２施設） 

し尿処理施設1施設（公共1施設） 

再生利用施設1施設（公共1施設） 

最終処分場4施設（公共4施設） 

（平成19年3月31日現在） 
表4-3 一般廃棄物処理施設

施　設　数 内　　　　　訳 

81施設 焼却施設10施設（民間10施設） 

汚泥の脱水施設20施設（民間20施設） 

廃プラスチック類の破砕施設7施設（民間7施設） 

木くずの破砕施設7施設（民間7施設） 

がれき類の破砕施設30施設（民間30施設） 

安定型最終処分場4施設（民間4施設） 

管理型最終処分場3施設（公共1施設、民間2施設） 

（平成19年3月31日現在） 
表4-4 産業廃棄物処理施設
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環境目標 4

業　　　種　　　名 許　可　業　者　数（件） 
一般廃棄物収集運搬業 99

（平成19年3月31日現在） 
表4-5 一般廃棄物処理業者

業　　　種　　　名 登 録 許 可 業 者 数（件） 

産業廃棄物収集運搬業 4,854

産業廃棄物処分業 59

特別管理産業廃棄物収集運搬業 493

特別管理産業廃棄物処分業 3

（平成19年3月31日現在） 
表4-6 産業廃棄物処理業者

種　　　　　　類 市外への運搬量（ｔ） 
産業廃棄物 1,621,103
特別管理産業廃棄物 6,689

（平成17年度実績） 
表4-8 産業廃棄物収集運搬業者が関与した市外への運搬実績

処　　理　　方　　式 処　　　理　　　量（ｔ） 
産業廃棄物 411,416

中間処理（脱水） 12,453
　　〃　　（乾燥） 998
　　〃　　（焼却・ばい焼） 3,267
　　〃　　（油水分離） 3,318
　　〃　　（乾留・蒸留） 44
　　〃　　（中和） 1,063
　　〃　　（溶融加熱分解） 52
　　〃　　（破砕・粉砕・切断・圧縮） 302,418
　　〃　　（発酵処理） 5,977
　　〃　　（選別） 64,642
埋立処分（安定型最終処分場） 789
　　〃　  （管理型最終処分場） 258
その他 83
再生利用 16,054

特別管理産業廃棄物 2,429
中間処理（乾留・蒸留） 2
　　〃　　（中和） 1,793
埋立処分（管理型最終処分場） 0
その他 634

（平成17年度実績） 
表4-9 産業廃棄物処分業者の処理方式別処理実績

業　　　種　　　名 登 録 許 可 業 者 数（件） 
引取業 257
フロン類回収業 85
解体業 16
破砕業 5

（平成19年3月31日現在） 
表4-7 自動車リサイクル登録許可業者
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種　　　　　　類 処理量（ｔ） 市内分（ｔ） 市外搬入分（ｔ） 

産業廃棄物 

汚泥 

廃油 

廃酸  374 79 295

 1,627 360 1,267

 19,212 14,697 4,515

 379,308 281,223 98,085

特別管理産業廃棄物 

産業廃棄物 

引火性廃油 

特別管理産業廃棄物 

 2,429 134 2,295

 2 2 0

腐食性廃酸  1,327 7 1,320

腐食性廃アルカリ  466 120 346

その他  634 5 629

 1,047 921 126

がれき類 

ガラス陶 

 789 132 126

 258 789 0

 0 0 0

廃アルカリ  690 71 619

廃プラスチック類  29,552 9,260 20,292

紙くず  1,787 714 1,073

木くず  22,975 17,950 5,025

繊維くず  485 306 179

動・植物性残さ  876 104 772

金属くず  5,778 2,981 2,797

ガラス・陶磁器くず  17,059 6,025 11,034

鉱さい  11,595 －　 11,595

がれき類  227,605 204,802 22,803

家畜のふん尿  5,617 5,591 26

その他  34,076 18,283 15,793

中
　
　
　
間
　
　
　
処
　
　
　
理 

最
終
処
分 

（平成17年度実績） 

表4-10 産業廃棄物処分業者の種類別処理実績

種　　　　　　　別 処　　理　　量（ｍ３） 

安定型最終処分場埋立容量 241,122

既埋立処分量 90,856

平成18年度埋立処分量 789

残存埋立容量 150,266

管理型最終処分場埋立容量 153,100

既埋立処分量 144,800

平成18年度埋立処分量 265

残存埋立容量 7,938

（平成18年3月31日現在） 

表4-11 市内の産業廃棄物最終処分場の状況



60

種　　　　　　類 排出量（ｔ） 自己中間処理（ｔ） 業者委託処理（ｔ） 

特別管理産業廃棄物 

引火性廃油 

 1,523 345 1,178

 458 77 381

腐食性廃酸  90 2 88

腐食性アルカリ  183 0 183

感染性廃棄物  665 266 399

その他  127 0 127

（平成17年度実績） 

保管業者数 保　　管　　量（個） 使　　用　　中（個） 

215業者 高圧トランス 51 

高圧コンデンサ 494 

低圧トランス 0 

低圧コンデンサ 7,366 

柱上トランス 674 

安定器 9,027 

ほか 

高圧トランス 12 

高圧コンデンサ 24 

低圧トランス 0 

低圧コンデンサ 0 

柱上トランス 431,000 

安定器 2,231 

ほか 

（平成18年3月31日現在） 

指　　導　　等　　内　　容 指　導　等　件　数 

立入件数 

行政処分 

行政指導 

822

391

431

23

0

0

0

15

19

18

うち通常立入 

　  緊急立入 

取消し処分 

営業停止 

措置命令 

改善命令 

0勧告 

指示書交付 

指導票交付 

報告の徴収 

（平成18年度実績） 

表4-12 排出及び処理状況

表4-13 保管状況

表4-14 廃棄物適正処理指導状況

環境目標 4
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取組4 循環型社会の形成に取り組みます

1.循環型社会の形成に向けた活動を支援します
�

�

�

�

※集団回収ーミニ拠点回収方式分を含む 
※ステーション収集ー直接搬入分を含む 

1.市役所はゼロ・エミッション（廃棄物ゼロ）に挑戦します
�

�

�

�

�

取組3 公共施設でリデュース、リユース、リサイクルに取り組みます

種　　　　類 処　理　量（㎏） 
用紙類 
ダンボール 
雑誌 
新聞 

※雑古紙類 
機密書類 
計 

800  
180 , 770  
236 , 000  
42 , 610  
95 , 240  
77 , 760  
633 , 180

（平成18年度） 

表4-15 古紙類リサイクル量

H14 H16 H17 H18H15

（
年
度
） 

600,000

700,000

500,000

（kg） 

400,000

300,000

431,910

87,740

53,740

573,390

74,120

575,450

機密書類 
雑古紙類 
用紙類計 

84,140

417,190
438,220

77,820

56,220

572,260

60,180

77,760578,040

633,180

86,070

95,240

431,790
460,180

図4-13 古紙類リサイクル量

図4-14 収集形態別資源化量
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環境目標 4

図4-15 ステーション収集実績

図4-17 集団回収実績

図4-16 拠点回収実績



20,000

25,000

30,000

35,000

埋立量 
H14 H15 H16 H17H14 （年度） H15 H16 H17

資源化量 

28,319
29,342

22,725

H18H18

30,100 30,137 30,232

22,355 23,394

21,436

24,089

（t） 

63

図4-19 平成18年度資源化量内訳

図4-18 資源化量と埋立量の推移
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環境目標 4

平成18年度処理フロー（幸田町含む） 
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粗大ごみ 

不燃ごみ 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

可燃ごみ 

平成20年度の目標ごみ量 

－ 

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000
（ｔ） 

（ｔ） 

－ 

10000

20000

30000

40000

50000

60000

平成13年度 平成14年度 

74,102t

42,983t 47,016t 55,944t 50,351t

計画作成年度 最終目標年度（平成20年度） 

44,756t

68,949t 69,456t 62,780t

計画作成年度 最終目標年度（平成20年度） 

現行どおり時 減量目標達成時 

67,883

6,066
153

62,448

6,353

63,514

5,431

57,155

5,165

努力数値達成時 減量目標達成時 現行どおり時 平成14年度 平成13年度 

41,829

2,927

47,059

3,292

52,287

3,657

43,740

3,276

39,095

3,888

148 511 460

減量目標値 
約10％ 
減量 

減量目標 
10％ 
減量 努力数値 

20％ 
減量 

可燃ごみ 不燃ごみ 

※平成18年度4回実施の平均 

可燃ごみ 
80.1％ 

資源物 
19.9％ 

不燃ごみ 
85.2％ 

資源物 
14.8％ 

新聞（チラシ含む） 

雑誌 

ダンボール 

牛乳パック 

紙製容器包装 

布・古着 

ペットボトル 

プラスチック製容器包装 

その他 

4.4％ 

3.0％ 

0.7％ 

0.3％ 

2.5％ 

5.4％ 

0.2％ 

3.3％ 

0.1％ 

ペットボトル 

プラスチック製容器包装 

スチール缶 

アルミ缶 

空きびん 

その他の飲料びん 

その他 

0.3％ 

4.5％ 

1.9％ 

0.3％ 

0.2％ 

7.6％ 

0％ 

図4-20 平成18年度家庭系ごみ質分析結果（ごみステーション分析結果）

図4-21 家庭系

図4-22 事業系
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環境目標4

行動 10

H11 H12 H13 H14 H15

H11 H12 H13 H14 H15

年度 

年度 

150

50

100

0

200

（千ｔ-C） 

100

0

H10 H22（目標） 

H10 H22（目標） 

89

115

123 124

168 165 167 169 170

H16 H17

H16 H17

129 129

171171171

113 114 116 118

1.公共交通機関を整備します
�

�

取組1 家庭や事業所のエネルギー消費量を削減します

1.公共施設の省エネルギー化に取り組みます
�

�

取組2 建物の省エネルギー化に取り組みます

種　類 施　　設　　名 設 備 概 要 

太陽光発電 総合検査センター 
福祉会館 
シビックセンター 
北部一般廃棄物最終処分場 
砂川雨水ポンプ場 
北部学校給食センター 
市役所東庁舎 

5kw 
8.8kw 
20kw 
20kw 
4kw 
10kw 
4.6kw

太陽熱利用 

太陽熱温水器 

西消防署本署 
東消防署本署 
中消防署花園出張所 
岡崎市民病院 
東消防署本宿出張所 

廃棄物発電 八帖クリーンセンター 
中央クリーンセンター 

1,500kw 
900kw

コージェネレーション 岡崎市民病院 1,000kw

（発電出力） 

（発電出力） 

（定格出力） 

表4-16 新エネルギー設備導入状況

地球温暖化を防止する

■家庭から二酸化炭素排出量

■自動車からの二酸化炭素排出量



2.省エネルギーシステムの導入を推進します
�

67

1.環境マネジメントシステムを普及します
�

�

�

�

取組3 エネルギー消費を管理します

2.環境教育を推進します
�

�

�

�
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環境目標 4

H13 H14 H15

（t－CO2） 

H10 H16 H17

51,300

49,477
48,491

54,073

50,515

49,439

（年度） 
45,000

47,000

49,000

51,000

53,000

55,000
温室効果ガス総排出量（CO2換算） 

H13 H14 H15

（t－CO2） 

H10 H16 H17（年度） 
15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
EMS適用施設等排出量（CO2換算） 

H13 H14 H15

（t－CO2） 

H10 H16 H17

32,826
31,455

30,546

36,143

32,157
30,754

18,474 18,022 17,94517,929 18,358 18,685

（年度） 
15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
EMS非適用施設等排出量（CO2換算） 

図4-24 環境マネジメントシステム（EMS）適用の有無による比較

図4-23 温室効果ガス総排出量

市役所の環境への取組みと効果 
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年月 本庁舎等 一般廃棄物最終処分場 

–

表4-17 認証取得の経緯
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環境目標 4

順位 

判断基準に適合するもの 
　①グリーン購入法適合品 
　②エコマーク認定品（品目一覧にないものを含む） 
　③本市独自の判断基準適合品 

次のいずれかを満たすこと 
　①各種環境ラベル等の制度に適合するもの 
　②環境ラベル等と同等の環境配慮基準を満たすもの 

１又は２によることができない場合は、次のことを考慮すること 
　①各品目の「配慮事項」 
　②製造事業者等が独自に定めた基準等により製造等されているか 
　③製造事業者等は環境マネジメントシステムを構築しているか 
　④製造事業者等は環境に配慮した事業活動をしているか 

内容 判定 

表4-18 調達順位
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分類 分類 調達率（％） 品目数 調達率（％） 品目数 

表4-19 調達物品等の分類及び調達率
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環境目標 4
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環境目標 4


